
第1章　    国内外の出願・登録状況と審査・審判の現状

②商標審査の現状
特許庁は、電子化の推進及び民間活力の活用

等により審査の効率化を進めているが、近年の
出願件数増加の影響により、審査期間は延伸す
る傾向にある。2019年度における出願から一次
審査通知までの期間（FA期間）は9.9か月、出願
から権利化までの期間1は10.9か月であった［1-1-
80図］。

③マドリッド協定議定書に基づく国際出願2動向
日本国特許庁を本国官庁とするマドリッド協定

議定書に基づく国際出願件数は近年、増加傾向
にあるが、2019年は前年比0.8％減の3,139件
であった［1-1-83図］。

1-1-80 図【�商標審査の権利化までの期間と
平均 FA 期間の推移】

1-1-81 図【商標審査の FA 件数の推移】

1-1-82 図【商標審査の登録査定件数の推移】

1-1-83 図【�日本国特許庁を本国官庁とする�
マドリッド協定議定書に基づく国際
出願件数の推移】

（資料）特許庁作成

（資料）統計 ･ 資料編　第 1 章 6.

（資料）統計 ･ 資料編　第 1 章 6.

（資料）統計 ･ 資料編　第 3 章 12.
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1　�出願から最終処分までの期間（新しいタイプの商標及び地域団体商標に係る出願を除く。また、出願人が制度上認められている期間を使い補正等を行うことによって、特許庁
から再度の応答を求められる場合等を除く。）。

2　�国際登録出願制度の概要：締約国の一国の官庁（本国官庁）に出願又は登録されている商標を基礎として、保護を求める締約国官庁（指定国官庁）を指定した願書を、本国官
庁を通じてWIPO国際事務局に国際登録出願する。かかる国際登録出願は、WIPO国際事務局が管理する国際登録簿に国際登録され、WIPO国際事務局から送付された指定通
報に基づき、指定国官庁が1年又は各国の宣言により18か月（我が国は18か月）以内に拒絶の理由を通報しない限り、上記指定国において保護を受けることができる。

30 特許行政年次報告書 2020年版


